
学外用 3.11 フクシマ事故から 5 年  学外用  

 引用図は太平洋側と日本海側のプレート境界の全体図(2012) 
 The figure, be trimming, refrred to http://tomari816.com/home/hairo/index.html 

北星・原 発 問 題 講 演 会 

第 23 回 ご案内 一般の方の参加を歓迎します 
 

   テーマ  原発再稼働をめざす原子力規制委員会

の問題点 

－ずさんになっていく原発の適合性審査－ 

講 師 小野 有五 さん  
北星学園大学 教授，北海道大学（環境科学研究院）名誉教授 

担当科目は，地理学，地誌概説など。所属学会は，日本第四紀学会，日本地理

学会，人文地理学会など。日本やアルプス，ヒマラヤの山々に登り，氷河期から

現在までの気候変化を研究，また，千歳川放水路問題などの環境問題に関わり，

自然環境の保全をめざす研究と活動を行う。 

 

概要：フクシマ事故によって初めて経産省の手から離れ、客観的に原発の安全性を評価するために設置された原子力

規制委員会。しかし活断層や火山などの危険性を検討する適合性審査会では、地震学者の島崎邦彦氏が委員長を

辞任すると急速にスタンスが変わり、電力会社側の主張を安易に容認するようなった。泊原発の審査の経過をもとに、

規制委員会が、原発の再稼働を目指す政府や電力会社の虜（とりこ）になりつつある危機的な現状を批判したい。 

 

日 時 2 月 17 日（水）18 時～19 時 30 分 

会 場 北星学園大学 C 館 C502 教室（定員 142 名） 

札幌市厚別区大谷地西 2丁目 3－1 

＊終了後 懇親交流会 

（自由参加・会費必要） 

 

次回（第 24 回）予定： 

2016 年 05 月 20 日(金)「未定（仮題）」講師 未定 

 

主催：北星・原発を考える会 

Web サイト： http://www.ipc.hokusei.ac.jp/projects/np_forum/ 

「北星・原発を考える会」では会員を募集中です、希望の方は連絡先へ 

連絡先：世話人：（Fax:011-894-3690, e-mail: projects@hokusei.ac.jp） 

入場無料、 
予約不要、 
当日、会場 
で受付します。 


